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【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

　 平成26年度全国中学校体育大会／第36回全国中学校ソフトボール大会　公式ホームページ
今大会中の試合経過や大会速報を掲載しています。　　 　　　　http://www.ehimejpa.com/softball/

　５回表、中広中は安打で出塁した波多野選手を岡村・賴貞選手が確実にバントで送り、二死三塁。１
番伊藤選手がショート後方に落ちるヒットを打ち、波多野選手が生還して１点先制。このリードを坂本
投手の好投で最後まで守り抜いた。
　５回裏、東和中は二死一・二塁のチャンスを作るが後続が打ち取られて得点できなかった。最終回も
ノーアウトのランナーを出したものの、中広中の落ち着いた守備に阻まれた。
　両チームとも全国の舞台でそれぞれの持ち味を十分に発揮し、最後まで目の離せない好ゲームであっ
た。

平成26年8月19日（火） 11:00　～　12:29　 球審：牧野　　一塁：荻山　　二塁：大沢　　三塁：曽根

【女子1回戦】 Ｃ球場（マドンナスタジアム） 東和中学校（岩手県）VS中広中学校（広島県）

　みんなが一人一人自分の役目を果たし、盛り上がることができました。次の試合も徹底してチームカ
ラーを出します。

＜先攻＞（中）　○坂本　実桜－八黄地　麻衣　

主将談

一塁側チーム（上記タイトルの左側）
の写真（縦横比４：３）

中広中 主将の執念の一打!!
全力で守り続けた東和ナイン!

三塁側チーム（上記タイトルの右側）
の写真（縦横比４：３）

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱 く な れ  ！

監督談

＜後攻＞（東）　●佐藤　愛佳－菊池　英美　

＜本塁打＞

＜三塁打＞　

＜二塁打＞　

【勝者インタビュー】

　粘り強く守りました。緊張している中で、主将の一打が唯一の得点につながり、力が発揮できたと思
います。一戦一戦勝ち上がっていきます。

All Japan Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

中広中学校（広島県）

東和中学校（岩手県）

＜力投する東和中佐藤投手＞ ＜中広中 バントで確実にランナーを進める＞

チーム名


